
メ トミノス トロビン (案 )

今般ク残留基準の検討については、魚介類への基準値設定依頼が農林水産省からなされ
たことに伴い、食品中のポジティブソスト制度導入時に新たに設定された基準値 (い わゆ
る暫定基準)の 見直しを含め、食品安全委員会において食品健康影響評価が |.1さ れたこと

を踏まえ、農薬・動物用医薬品部会におぃて審議を行い、以下の報告を取 りまとめる1)の

である。

1 概要

(1)品 目名 :メ トミノス トロビン [Metominostrobin(ISO)]

(2)用途 :殺菌斉|

ス トロビル リシ系殺菌剤であるも糸状菌に対しミトコン ドリアの電子伝達系を■害

することにより、胞子発芽阻止、胞子発芽以降の宿主への侵入阻止等のイ1:用 を示すこ

とが確認されている。

(3)化学名 :

(D-2-mc thoxyirllinO―■●mothyl-2-(2-phenOxyphenyl)acetamide (IUPA(

(ι)一 α―nlethoXyimino― Aた面ethyl-2-phenoxybcnzoneacetamide (CAS)

(4)構造式及び物性

適用病害虫の範囲及び使用方法

本斉」の適用の範囲及 t'｀ 使用方法は以下のとおり。

(1)60%メ ミノス トロビン粒 斉」

分子式

分子量

水溶解度

分配係数

C16H16N203

284 32

o128g/L(20℃ )

10gloPOw=232(20℃ )

(メ ーカー提出1資料より)

作物名 適用病
‐t虫名 使用量 使用時期

本剤の

使用回数

使用

方法

メトミノストロヒン

を含む農薬の

総使用・」数

lll いもち病 3kg/10a

葉いもち

初発 10日 前～10日 後

(収穫 60日 前まで)

1回 散布 1回

(2)150%メ トミノス トロビン粒斉」

作 物 名 適用病害虫名 使用量 使用時期
本剤の

使用回数

使用

方法

メトミノストロとし′

を含む農薬の

総使用回数

稲

いもら病

紋枯病

ごま某1古 病

ll枯れ (ご ま葉枯病 1)

穂枯れ (す じ葉枯病 111

lkg/10a 収穫 45日 前まで 1回

無人ヘリコフ
・
ター

による散布

l回

いもち病

紋枯病

ごま葉枯病

穂枯れ (ご ま葉枯J商

穂枯れ (す じ葉枯病

白葉1古 病

葉輪腐敗病

黒 しゅ病

墨黒穂病

散 布

(3)150%メ トミノス トロビン粒斉」

イ乍4勿

“

適用病害虫名 使用量 使用時期

本斉」の

使用回

数

使用

方法

メトミノストロヒ
゛
ン

を含む農栞の

総使用回数

いもち病

紋枯病

穂枯れ (ご ま葉枯病「キ1)

小包装 (バ

,ク )20個

(lkg)/10a

葉いもち

初発 10日 前～10日 後

(収穫 45日 前まで)

1回

本田に小包

装 (ハ

゜
ソク)の

まま投げ入

オ1′ る

l回
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(4)40%メ トミノス トロビン粒斉」

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期
本斉」の

使用回数

使用

方法

メトミノストロヒ
・ン

を含む農業の

総使用回数

稲

いもち病

穂枯れ (ごま葉枯病菌)

紋枯病

変色米 (カ
ーフ・ラリア菌)

変色米 (アルタナリア菌)

墨黒穂病

3kg/10a 収穫 35日 前まで 1回 散 布 1回

(5)600%メ トミノス トロビン剤

3 作物残留試験

(1)分析の概要

0分 析対象の化合物

・メ トミノス トロビン

・(の 2-メ トキシイミノー/1Aメ チル 2(2フ エノキシフェニル)ア セ トアミド(以 下、

代謝物 Bと いう。)

・ル ヒドロキシメチル (D2-メ トキシイミノ 2(2フ ェノキシフェニル)ア セ トア

ミ ド (以 下、 |ヽ 訪寸物 Jと いう。)

・(D2,メ トキシイミノ 2(2■ フェノキシフェニル)アセ トアミド (以下、代謝物

Kと いう。)

・2-ヒ ドロキシー/1Lメ チル 2(2フ ェノキシフェニル)ア セ トアミド (以 下、代謝物

Mと いう。)

② 分析法の概要

・メ トミノス トロビン、代謝物 B、 代謝物」及び代謝物K
試料に水を加ズ膨潤させた後、メタノールで抽出ヒ́、ヘキサン・ジエチルエーテ

ル混液に転溶する。ヘキサン/アセ トニ トリル分配後、シリカゲルカラムに負荷し、

、キサン・酢酸エナル混液でメトミノス トロビン、代訪寸物B及び代謝物Kを溶出し、

さらに同混液で(1謝物 Jを溶出する:各溶出液それぞれについて、ガスクロマ トグ

ラフ (NPD)を 用いて定量する。

・代謝物M
試料に水を加′_膨潤させた後、メタノ=ルで抽出後し、ヘキサン及びジエチルエ

ーテル混液に転溶する。ヘキサン/アセ トニ トリル分配後、無水酢酸を用いてアセチ

ル化 し、酢酸土ナルに転溶する。フロリジルカラムで精製し:ガスクロマ トグラフ

(NPD)を 用いてt量→
~る

。

以下、代謝物B、 代議す物 J、 代謝物K及び代謝物Mの 定量限界及び残留量について

は、次の換算係数を用いてメトミノス トロビンl‐ 換算した値を示す。

代初1物 B:1
1ヽ 訪|1勿 J :0947

代謝物K:1052
代前1物 4ヽ:1 164

定量限界 メ トミノス トロビン :0005～ 0 02 ppm

代 111物 B10005～ 0 02 ppm

イti,11勿 」 :0 005 ppm

(ヽ :il″勿K : 0 005 ppm

イt訪 |″力M:0 006 ppm

(2)作物残留試験結
ll

国内で実施された作物残留性試験結果の概要を、別紙 1に まとめた。

4 魚介類への推定残留量

本農薬については水系を通じた魚介類への残留が想定されることから、農林水産省から

魚介類に関する個別の残留基準の設定にろぃて要請されている。このため、本農薬の水産

動植物被害予測濃度・
l'及び生物濃縮係数 (BCF:Bioconcentration Factor)か ら、以下

のとおり魚介類中のlIL定残留量を算出した。

(1)水産動植物被害予根1濃度

本農薬が水田においてのみ使用されることから、メトミノストロビンの水田PECtier2

口を算出したところ、2 0 ppbと なった。
(代謝物 K)

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 'ヽ
斉」σ)

使用回数

使用

方法

メトンスいヒン

を含む農薬の

総使用回数

稲

いも
|ち

病   ‐

ネ文枯病

穂枯れ (ごま葉枯病菌)

250g/10a 収穫 45日 前まで 1回

散 布

1回無人ヘリコフ
・
タ

による散布

(fヽ訪寸1勿 B) (代謝物 J)

-3-
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(2)生物濃縮係数

'卜

農薬はオクタノTル/水分配係数 (10g:,Pow)が 232であり、魚類濃■百性試験が実

施されていないことから、BCFについては実測値が得られていない。このため、lo=1・ PO、

から、相関式 (log10 3C「 =0 80 1og10POw二 〇52)を 用いて 22と 算出さオした。

(3)推定残留量

(1)及 び (2)の結果から、メトミノス トロビンの水産動植物被害予浜1濃度 :2 0ppb、

BC「 :22と し、下記のとおり推定残留量が算出された。

11定残留量 =2 0 ppb× (22文 5)=220 ppb=0 220 ppm

注1)農楽取締法第3条第1項第6号に基づく水産tll植物の被害防止に係る農薬の登11保留基準設定

に16け る規定に準拠。

泊121水 田中や河川中での農薬の分解や土壌・「Ft~質 への吸着、止水期間等を考慮 して井出した1)の。

5 ATD lの言平価

食 :Ъ 安全基本法 (平成 15年法律第 48写 )第 24条第 2項の規定に基づき、食品安

全委員会あて意見を求めたメ トミノス トロビンに係る食品健康影響評価について、以下

のと1う り言平ィ面さオ■ている。

無毒性量 :1 6 mg/kg体重/day(発がん性は認められなかった。)

(動物種)   ラット

(投与方法)  混餌

(試験の種類) 慢性毒性/発がん性併合試験

(期 間)    2年 間

安全係数 :100

ADI:0016m,/kg体重/dav

6 諸外国における状況

Jヽ
′IP Rに おける毒性評価はなされておらず、国際基準も設定されていない。

米国、カナダ、欧州連合 (Ё U)、 オー不トラリア及びニュージーラン |:に ついて調
査した結果、いずれの国及び地域においても基準値が設定されてぃない。

7 基準値案

(1)残留の規制対象             ‐

メ トミノス トロビンとする。

稲を用いた作物残留試験において、代謝物 B、 」、K及びMについてt分析されて

いるが、残留量が微量であったことから、これらの代謝物は規制対象に含めないこと
とした。

なお、食品安全委員会によって作成された食品健康影響評fb~においては、暴露評価

対象1勿 質 としてメ トミノス トロビン (親化合物のみ)を設定している。

(2)基準値案

別紙 2の とお りtち る。

(3)暴露評価

各食品について基 li値案の上限までメ トミノ

場合、国民栄養調査結果に基づき試算される、

大摂取量 (TMDl)|の ADIに 対する比は、

は別紙 3参照。

なお、本暴露評価 |ま 、各食品1分類において、

くないとの仮定の Fに行った。

ス トロビンが残留していると仮定 した

1目 当た り摂取する農薬の量 鯉 論最

以下のとお りである。詳細な暴露評価

加ェ・調理による残留農薬の増減が全

国民平均

24 4

11 0

高LIT者 (65歳以上) 14 1

また、高齢者及び女1婦については水産物の摂取量データがないため、国民平均の

摂取量を参考 とした。

(4)本剤については、平成 17年 11月 29日 付け厚生労働省告示第 499号により、

食品一般の成分規格 7に食品に残留する量の限度 (暫 定基準)が 定められているが、

今般、残留基準の,と 直しを行うことに伴い、暫定基準は削除される。

TMD1/ADI(%)注 )

力J小児 (1～ 6歳 )

-5- =6-
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(51紙 3)

トミノス トロビン推定摂取量 (単位 :μ g/人/day)
(参考 )

平成 10年
平成 17年 1

平成 20年 1

平成 20年 ]

平成 22年 1

T,支 2 24Fl

8月 31
1月 29
0月 21
2月  9

これまでの経緯

初回農薬登録

残留農薬基準告示

岸林水産省より厚生労働省へ基準設定依頼 (魚介類 )

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知            ‐

薬事・食品衛生審議会ヽ諮問

薬事 :食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会

■1齢者及び妊婦にもいては水亡物の1支 取量データがないため、国民平均の摂取量を参考と t´ た。
1,Dl:理論最大 1日 摂取量 (Theoretic81 Maximum Daily lntake)

平成 22年  3月  4日

0月 19■

0月 221

● 薬事・食品衛生審議
==食

品衛生分科会農薬・動物用医薬」1部会

[委員]

青木 宙    東京 lf了洋大学大学院海洋科学技術研究わ1教授

生方 公子   北EF大学北里生命科学研究所病原微生物分子疫学研究室教授

○大野 泰雄   国■
'1薬

品食品衛生研究所副所長

尾崎 博    東 Il大 学大学院農学生命科学研究科教授

加藤 保博   財団法人残留農薬研究所理事

斉藤 貢―   星薬科大学薬品分析化学教室准教授

佐藤 清    財団法人残留農薬研究所理事・化学部長

佐々木 久美子 元Et医薬品食品衛生研究所食品部第一室長

志賀 正和   元農
'た

技術研究機構中央農業総合研究センター虫害防除部長

輩田 正武   実践女子大学生活科学部食生活科学科教授

永山 敏廣   東京都健康安全研究センター医薬品部長

松田 りえ子  国立医薬品食品衛生研究所食品部長

山内 明子   日本生活協同組合連合会執行役員組織推進本部長

山添 康    東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教授

吉池 信男   青森it立保健大学健康科学部栄養学科教授

由田 克士   大阪 F立大学大学院生活科学研究科教授

鰐渕 英機   大阪 |「立大学大学院医学研究科都市環境病理学教授

(0:部会長) |
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答中 (案 )

メトミノス

食品名
残留基準値

ベ
L介粕

0
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